
チンパンジー音声の収録に適している居室の録音システムが大幅に変更されており,データを収集

することが難しかった.実験中の音声は (南雲氏のご協力に感謝する)入室時にだす極めて少数の限ら

れたものだったので,データとならなかった.そこで,前年度までとりためた音声データを分析するこ

とに集中した.まず,母子間の音声インタラ クションであるが,すでに 2002年 5月の Pan･Pal,

Ai･Ayumu,KurQe･Kureoの結果を公表した.その結果pan-palのみで音声インタラクションが見られ

た.この結果は,子供の年齢が異なることが問題となる可能性がある.そこで,各幼児の年齢を合わせ

て (1歳9カ月齢)分析 したが,結果は同じだった.

もう1点検討したのは,幼児が親を含め周囲の個体の音声をどのように知覚しているかである.Pal

が 1歳齢から1歳 6か月齢の間に,親の Panがおこなっていた音声による個体識別の実験時に,Pal

が音声を聞き顔写真が提示される画面を見る行動を分析 した.音声刺激はpantgruntで,発声個体は

pan,popo,Ai,Mari,Penである.･Palはこの順序で画面を見ることが多かった.つまり,母親や夜

一緒にいることが多かったpopo,そして遊び仲間の親であるAiなど接触頻度が多い個体に対する反応

が多かった.この時期のチンパンジー幼児は音声により個体識別をしている可能性が示唆された.

白山40

霊長輔の樹上性傾向と肩関節形態

加Tll谷美幸 (京都大 ･理 ･自然人類)

樹上を移動に利用する傾向の強さと肩関節形態の変異の関連を調べることを目的として,Macaca

属の骨格標本の分析を行った.対象として,主に樹上を利用して移動するとされる M.fascicularis(i),

radiata(r),assamensis(as),地上を移動する頻度が多いnemestrina(n),arctoides(ct)の5種を用いた.

FItff17i'JL,上腕骨,鎖骨の形態学長,肩甲骨の株下宿幅,外側縁長,肩甲棟長,肩甲骨関節商と上腕骨Wt

のt舶市面の径,上腕骨頭結節部の幅など20項目を計測し,.主成分分析と示数の多重比較を行った.

主成分分析では,サイズ要素を示す第 1軸と,肩甲骨や上腕骨が短く,結節や関節寓などの肩関節

郡が発達すると正を示す第 2軸 (頑丈性要素)が得られ,分散の 90%を説明した.この平面上で r,ど

の群とas,n,ctを含む2群に分かれた.fとrは体サイズが小さいことに加えプロポーションとして

も非智な特徴が共通し,これが樹上性の強さに関連した総合的な特徴と考え-られる.f,r,｡Sの肩甲棟

は斤川1骨に対して短い傾向があり,肩関節部プロポーションが小さいためと考えられる.

他方ctは骨頭の結節部が側方へ発達し,結節を覆う肩峰･烏口突起間の距離が長い.しかしctの骨

流I朋市面の内外側幅はむしろ狭 く,骨頭の前後長と比較した骨頭シェイプとしても,関節商帽に対する

サイズとしても骨頭は狭い.この点で互いに類似した関節シェイプを持つ他の4種に比べて独特であっ

た.fq'[指南に対する骨頭の前後長さに関しては ctだけでなくnも長い傾向があり,このような特徴が

肩関節の運動を前後方向へ安定化すると考えられる.

自由41

マ-モセットCYP2D酵素薬物代謝酵素機能 :I:LトCYP2D6との比較生化学的研究

成松鋸雄,比知屋寛之 (岡山大 ･薬),浅岡一雄 (京都大 ･霊長研)

マ-モセットの薬物代謝学的特性を解明するため,マ-モセット肝臓内の CYP2D酵 素に焦点を

当て,その構造と機能について検討を行らた.京都大学より供与されたマ-モセット肝臓より,RT･PCR

法を用いて新規 cYp2D分子種であるCYP2D30cDNA を単推した.一方,鹿児島大学より供与され

たマ-モセット肝臓からは,既知 cyp2D19cDNA､を単離した.また京都大学のマ-モセット肝臓内に
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は CYP2D30mRNA,鹿児島大学のマ-モセット肝臓には cYp2D19mRNAが各々主に発現 している

ことを明 らかにした.これらマ-モセット由来の CYP2D30とcYp2D19の cDNAをそれぞれ酵母細

胞に導入 ･発現させ,酵素蛋白‡乍機能をヒトCYP2D6と比較したところ,マ-モセット CYP2D30は

ヒトCYP2D6と極めて柳似 した牲rrを和していたのに対 し,マ-モセットCYP2D19はかなり異なる

様相を示した.すなわちcyp2D6の典型的な基質である降圧薬 Debrisoquine(DB)は,cYp2D6と同

様にCYP2D30により主に4位水酸化体に変換され,芳香環 5,6,7及び8位水酸化7'lli性は4位水酸化

活性の20%以下であった.一 方,CYP2D19はCYP2D6や CYP2D30とは逆に,T::;V､DBの芳香環水

酸化活性を示すものの, 4位水酸化活性は認められなかった.Bufuralolを基f至lとした場合には,1"

位水酸 化反応における立体選択性が CYP2D30とcYp2D6は明確なS≫Rであるのに対 し,CYP2D19

はS≦Rの選択性を示した.マ-モセットにおける異なった cYp2D酵素遺伝子の発現制御機構耶明が

今後の課題セある.

白山43

マカクザルの配偶子培養系と受精率の検討

細井美彦 (近放大 ･生物理工)

未提山

自由44

柳人猿およびマカク鰯の運動行動学分析

後藤友梨子 (京都大 ･院 ･理)

テナガザルとチンパンジーの二足歩行のキネマテイクスデータを多数例集め,ヒトと比較した場合

のそれぞれの特徴を明らかにすることを目的として,分析を行なった.

4歳と5歳のテナガザル2ilqtと3歳のチンパンジー1頭を,実験室に設置した枚の上を二足歩行さ

せ,2台のデジタルビデオカメラで同時に撮影した.ビデオフレームごとに標識点 (fI'川菅,股I那市剛 広

中心,膝関節回転中心,排骨外果,第五中足骨頭)をデジタイズし,各標識点の矢状面での座標を打出

し,1歩行周期ごとの股関節,膝関節,足関節の角皮の経時変化を得た.

比較の結果,歩行周期はテナガザル(0.66･0.70秒)よりチンパンジー(0.83秒)の方が長 く,速度につ

いては前者が後者より速 くその分散も大きかった.

足関節においてはヒトも類人猿も関節角度の変化域はほぼ同じだったが,テナガザルに比べヒトと

チンパンジーは比較的類似 した変化パターンを示し,特にheelstrikeを行なう接地TlfI後で共通する.

膝関節はヒトに比べ柳人猿は常に軌山位にある.テナガザルでは,スタンスWJ後半に関節が伸展す

る点でヒトと似るが,股関節点の上下方向の変動を見るとヒトとは位相がずれていて,テナガザルはチ

ンパンジーの方に機能的に類似する.

股関節でも,ヒトに比べて類人猿は屈曲位にあり,＼またヒトが歩行周期全体を通 して角皮変化する

のに対 し,その変化時問の割合も少ない.また,最大伸展は類人猿ではテナガザルのほうが大きかった.
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